
　鶴見区の就業者は、第３次
産業、第２次産業、第１次産
業の順に多く、産業大分類別
にみると、製造業の就業者数
が 20,168 人と最も多くなっ
ています。

就業状況・労働力人口・労働力率　

就業状況

　鶴見区の労働力人口は、140,346
人で、行政区別にみると、港北区、
青葉区に次いで、３番目の多さで
す。　鶴見区の労働力率は 66.5%
で、18 区中２位となっています。

労働力人口・労働力率

　平成 27 年の鶴見区の昼間人口は
256,228 人、夜間人口は 285,356 人
であり、平成２年以降、夜間人口が
昼間人口を上回っています。
　また、昼夜間人口比率は 89.8%
で昭和 55 年の 106.1% をピークに
減少を続けています。

　鶴見区に常住（居住）する 15 歳以
上の就業者及び通学者数は 146,814 人
で、そのうち、区内で就業・通学する
者は 46,602 人、自市内他区へ就業・
通学する者は 21,636 人となっていま
す。また、横浜市以外では、鶴見区か
らは東京都への流出が 43,729 人と最
も多くなっています。

流出人口・流入人口

流出人口・流入人口・昼夜間人口　
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（鶴見区を除く）

うち特別区 41,793 人

うち特別区 6,385 人

第２次産業 第３次産業

18 区の中で労働力率が一番高
いのは、西区（66.9％）。鶴見
区との差は、0.4％だよ！

135,448 人
平成 27 年

夜間人口（常住人口）Ａ 昼間人口Ｄ 昼夜間人口比率Ｄ／Ａ×100
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第１次産業
農林水産業 198人

鉱業 32人

建設業
11,260人

製造業
20,168人

情報通信業
10,139人

運輸業、郵便業
10,107人

卸・小売業
19,314人

学術研究、
専門・技術サービス業
5,743人

宿泊業・飲食サービス業
7,560人

医療、福祉
11,668人

サービス業
（他に分類されないもの）
9,657人

その他
18,838人

分類不能の産業
10,764人

※労働力率
15 歳以上人口に占める労働力人口
（就業者と完全失業者の計）の割合


